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・ 11日に発表された英国の労働統計では、６月の失業給付ベースの失業率が過去３ヶ月の3.9％か

ら4.0％に小幅上昇。労働力調査ベースの失業率も５月に終わる３ヶ月移動平均で4.0％と、前月

の3.8％から上昇した。５月単月では同一サンプルの２月から0.5ポイント上昇。年明け以降の５

ヶ月のうち３ヶ月で同一サンプルの計数が上昇に転じている。失業率の上昇は、労働参加率の上

昇と失業者の増加の両方によるもので、労働需給の逼迫が僅かに緩和する傾向にある。 

・ 今回の注目点は賃金動向。全産業の賞与を含む時間当たり賃金は、５月までの３ヶ月平均で前年

比＋6.9％と、前月の同＋6.7％から一段と加速、２月の同＋5.8％を直近ボトムに上昇率が加速

している。賞与を除く賃金が前月：同＋7.3％→今月：同＋7.3％と高水準で横這いの一方、賞与

が同＋3.9％→同＋6.3％と大幅に加速した。賞与を含むベースでは、民間部門（同＋7.1％）が

公的部門（同＋5.9％）を上回っている。ベイリーＢＯＥ総裁は「景気の予想以上の底堅さが賃

上げを通じて物価の粘着性をもたらしている」と、ハント財務相は「インフレ抑制には、公的部

門の賃上げなどで責任ある財政上の決定を行う必要がある」と、揃って参加した10日のイベント

で発言。今月中に決定予定の公的部門の賃上げ幅を抑制する可能性を示唆した。財務相は先月、

公的部門の賃上げのために新規国債の発行をしないと発言、財政中立的な賃上げを検討している

模様。今回の賃上げ加速からは、８月のＭＰＣでのＢＯＥの利上げ幅加速の可能性が示唆される。

前回同様に50bpの利上げを決定し、政策金利を5.5％に引き上げると予想する。 

 

 

■英国：失業率 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

注：労働力調査基準は３ヶ月移動平均 出所：英国統計局 注：実線は３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2022 2023
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

失業率（失業給付、％） 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 3.8 3.9 3.9 3.9 4.0
失業給付件数（前月差、千人） -17 -12 7 -9 14 7 -22 -19 27 23 -23 26
失業率（労働力調査、％） 3.6 3.5 3.6 3.7 3.7 3.7 3.7 3.8 3.9 3.8 4.0 －

（単月の失業率、％） 3.58 3.49 3.69 3.82 3.50 3.80 3.75 3.80 4.03 3.56 4.34 －
就業者数（３ヶ月前差、千人） 39 -109 -53 27 27 74 66 169 182 250 103 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 5.5 6.1 6.0 6.2 6.5 6.0 5.9 5.8 6.1 6.7 6.9 －

賃金 5.2 5.5 5.8 6.1 6.5 6.7 6.6 6.6 6.8 7.3 7.3 －
ボーナス 10.3 16.6 9.7 6.5 6.2 -0.9 -1.6 -3.0 1.6 3.9 6.3 －

注：労働力調査基準の失業率、週当たり賃金は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局
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